啓林館　爽解数学Ｃ(数Ｃ061-903)　観点一覧表
〔内容の取扱い〕
	観　点
	内　容

	内容の取扱いについて，内容を網羅するあるいは，内容を精選するなど，個に応じた学習への工夫があるか。
	・必要な内容に精選し，数学的思考が身に付き，主体的に取り組めるようにしています。
・応用的な内容は「研究」として，一律に学習する必要がない扱いにしています。
・効果的に学習ができるように，導入や展開の仕方，指導の順序に工夫をこらしています。

　例）・「ベクトル」のp.37～41の平面のベクトル方程式では，ベクトル方程式の求め方を，視点を同じにして理解しやすいようにしています。
・「複素数平面」の点の移動については，原点を中心とする回転→極形式の積の図形的意味→任意の点を中心とする回転の順に段階を工夫して扱い，理解しやすい流れにしています。
・「複素数平面」のp.89～91の複素数の図形への活用では，段階を追って，自然な流れで理解ができるように配慮し，異なる3点が一直線上にある条件，垂直に交わる条件については研究とすることで選択的に扱えるようにしています。
・「平面上の曲線」のp.102～103の放物線については，これまでの学習で馴染みのある y＝ax2 から説明をはじめ，標準形へスムーズに入っていけるように工夫しています。
・「数学的な表現の工夫」の統計グラフの活用では，様々な統計グラフを読み取る問題を配し，複合グラフの理解へとスムーズに進められるようにしています。また，複合グラフの説明では，具体的な場面での導入を図り，それぞれのグラフの特徴や長所が伝わるようにしています。
・「数学的な表現の工夫」のp.154～155の行列の積の説明では，具体例で段階を踏んで，積の定義の必然性が伝わるようにしています。

	身近な内容が取り上げられ，生徒の興味や関心に対する配慮がなされているか。
	・各章扉では，生徒にとって身近な題材からその章を学習すると解決できる問題を提示し，興味・関心が持てるようにしています。
・章末では，「Math Adventure」として，日常や社会の事象を数学的に扱ったり，その章で学習した内容を別の角度から考えてみたり，さらに深める内容を扱っています。
・「数学的な表現の工夫」では，興味をもてる身近な題材を例にして扱うように工夫しています。

	基礎力や応用力がつくように工夫されているか。
	・本文をより深く理解することを助けるために，これまでに学習したことから新しい考え方を見出していく課題を「考えてみよう」「調べてみよう」のコーナーとして興し，さらに，多くの例を取り上げて説明するように努めています。
（考えてみよう・調べてみようと例を合わせて，90題）

・知識の定着をはかるための例題（32題）を積極的に取り上げています。
・例題では必ず解答の前に考え方をおいて，解答における着眼点や指針がわかるようにしています。
・各節末問題では，応用力を身につけられるように，必ず1題は思考力・判断力・表現力を養えるような問題を取り上げています。

	特定の事項・事柄を強調しすぎず，バランスよく扱うよう配慮されているか。
	・指導内容は基礎的・基本的なものに重点をおき，次第に発展的なものへと展開するようにしています。
・単なる公式等の丸暗記にならないように，どうしてこうなるのかという部分が身につくような流れを心がけています。

	生徒の自主的・自発的学習を促す適切な工夫がなされているか。
	・これまでに学習したことから新しい考え方を見出していく課題を「考えてみよう」「調べてみよう」として興し，目的意識をもって取り組むことができるようにしています。
・本文の内容に関連した興味深い話題をColumnとして取り上げています。
例）・p.17「綱引きとベクトル」　　　　　　　　・p.149「バブルチャートの活用例」
・本文の内容の発展的な事柄を「研究(発展)」として取り上げ，生徒がさらに進んで数学を学ぶ楽しさが味わえるようにしています。さらに，章末のコーナーで探究的な学習につなげられるようにしています。
・節末問題，章末問題では，ＱＲコードから各問題のヒントと解答が見られるようになっていて，自学でも取り組むことができるようにしています。

	教科及び科目の目標を達するために必要な内容となっているか。
	・数学的なものの見方・考え方を伸ばし，その中から，創造的な思考力と本質的な数学の学力，そして論理的な思考力・判断力を身に付け，それを表現する力を付けることを目的に編集しています。
・基本的な数学の知識を理解し応用するだけでなく，その学習過程の中で，自ら主体的に「要するにこういうことなのだ」と悟り，さらに，「それではこの場合にはどうなるのか」と積極的に思考を発展させられるように工夫しています（p.39～40，56～57，p.80～81，p.117～118，p.126など）。


〔単元の構成・配列及び分量〕
	          観　点
	

	学習が効果的に進められるよう配慮されているか。
	・本文では今までに習った事項の部分に既習線を入れています。
・理解が難しい部分は具体例で説明してから一般的な説明に入るなど展開の仕方を工夫しています。
・図解や側注をできるだけ入れ，また効果的に色を使用することにより，思考の過程がわかるようにしています。

・問は基本的に直前の例や例題等に対応したものにしています。

・節末問題・章末問題から本文に飛ぶリンクをつけて，応用的な問題に取り組む際に振り返るべき内容がわかるようにしています。

・Math Adventureでは，取り組みやすい題材を扱っています。

	
	・いろいろな直線のベクトル方程式の導出では，一定の考え方で展開をするようにして，理解がスムーズにできるようにしています。（p.37，39，41）
・複素数平面上の同点の描く図形を求めるところでは，式変形による考察のあと，点の移動における考察を扱い，多様な考え方ができるようにしています。（p.94）
・2次曲線と離心率では，具体例で離心率による曲線の違いをきちんとみせ，一般的にまとめることで理解がスムーズにできるようしています。（p.119）
・離散グラフと行列では，離散グラフを表す行列の積の各成分が，どのような事象と対応しているかをきちんと示すことにより，理解がしやすいように工夫しています。（p.158）

	自主的・自発的学習ができるように構成されているか。
	・本文では今までに習った事項の部分に既習線を入れています。
・理解が難しい部分は具体例で説明してから一般的な説明に入るなど展開の仕方を工夫しています。
・図解や側注をできるだけ入れ，また効果的に色を使用することにより，思考の過程がわかるようにしています。

・問は基本的に直前の例や例題等に対応したものにしています。

・節末問題・章末問題から本文に飛ぶリンクをつけて，応用的な問題に取り組む際に振り返るべき内容がわかるようにしています。

・Math Adventure（課題学習）では，取り組みやすい題材を扱っています。

	
	・交点の位置ベクトルでは，まずもととなる考え方を図を交えて説明し，問題に取り組むことができるようにしています。（p.35）
・複素数の極形式における積と商では，生徒が自主的にその公式を導出できるように「調べてみよう」のコーナーを設置して取り組むことができるようにしています。（p.78）

・円，楕円，双曲線の媒介変数表示を示したあと，媒介変数表示からどのような曲線を表すかを問う例題を扱い，その図形的意味を取り上げることで，更なる学習に結び付けられるようにしています。（p.124）

	相互に関連をもち，系統的・発展的に構成されているか。
	・ベクトルは，数学Ⅱにおける「図形と方程式」を学習したあとに学習ができるように，第１章に配しています。

・空間のベクトルでは，平面上のベクトルと同様の取り扱いができるということを直感的に理解できるようにしています。（p.47～）
・複素数平面での複素数の和・差・実数倍を説明する際には，ベクトルを用いた図を配し，イメージをもつことができるようにしています。（p.74～75）
・統計グラフの活用では，最初にこれまでに学習した統計グラフの復習を効果的に配しています。（p.142～145）

	教育課程における単位数に照らして分量が適切であるか。
	本文については１単位３０時間としても十分指導できるように内容を配分しています。

	基本的な事柄については，反復練習ができるように工夫されているか。
	・基本的な内容の理解と定着をはかり，総合的な応用力を養えるように，問題の配列を工夫しています。
・例，例題，応用例題のあとの「問」で学習内容の理解と定着をはかり，節末の「節末問題」や章末の「章末問題Ａ，Ｂ」で，総合的な応用力を養うことができるようにしています。

	内容の扱いが羅列的でなく，扱いや配列に配慮されているか。
	・説明は簡潔に要領よくまとめ，図解を多く入れ，色刷りを効果的に用いて，すっきりと見やすい紙面にしています。
・重要語句や重要事項が一目でわかるように工夫しています。（重要語句：太字，重要事項：枠囲み）


